


























を深め意味の構築のため協力し合うやりとりが観察され、同レベルにある学習者間に足場かけが見られたとの報告もある (Antón & Di 
Camilla, 1998; Esteve & Cañada, 2001)。 
教室でグループ活動をする際に生じるインタラクションは、目標言語における認知的発達のための重要な機会と成り得るが、他のク
ラスメートもしくはより知識の豊富な者と共に課題に取り組ませる機会を与えることが、自動的に発達の最近接領域において学習者が










役割をになっているのだろうか。                                                                                                                                                                  
2．データの収集と分析方法 









 録音した授業中の談話のうち約8分の間に観察された87タ ンーを分析対象とした。デ ターの分析方法は、Esteve & Cañada (2001)の
用いた方法を参考にし、音声データを文字化した後、一つ一つのターンについてその機能を分析すると共に、談話全体をいくつかのエ












この A と B の文を理解することは、日本語が少しできる人から見れば、それほど難しくないことのように思われるが、実際には学習
者にとってかなり複雑な認知過程が要求される課題であった。授業のやりとりの中で、学習者がこの練習問題の意味を理解して行くプ














L. 32-35 JU, HE (i) 意味 JUが(i)「まわす」の意味を聞き、教師が答える。HEが意 
味を確認する。 
L. 46-47 HE (g) 語の構成 HEは(g)「音量つまみ」が一つの単語かどうか尋ね、教師 
がそうだと答える。 
L. 48-51 HE  (g) 意味 HEが(g)の意味を尋ね教師が説明する。またター ン47の説 
明を一部修正し、より詳しく解説する。 













L. 56-60 HE 
 
LU 








































L. 80-83 JU (a) 日本語の関連表現 JUはHEが(a)の意味を特定するためにスペイン語で示した 
例を、 既習の知識を利用して日本語の疑問詞に置き換える。 
L. 84-87 LU (a) 要約 LUは74から83で行われたやりとりを要約し、教師もこれ 
を承認する。 























メタ言語的側面に効果的に注意を向けられるようになることは、学習者の言語習得の助けとなるからである(van Lier, 1996)。 













教師と学習者との間の足場かけは、分析した会話の多くの場面で観察されるが、例えばタ ンー 46-60 では、HE が教師の助けで次第に意
味を理解して行く様子が分かる。HE の教師に対する質問は、問題となっている文全体の意味ではなく、各単語に対するものであり、部
分から全体への理解へという方向性がある。ター ン 46-51 で「音量つまみ」の語の構成と意味を尋ねた後、「音が大きくなります」の
部分を理解しようとするが、教師の説明で納得できないと、更に質問を重ねて意味を特定しようとする（ターン 54）。教師はおそらく
単純にスペイン語に訳して説明するのでは意味を理解するには不十分だと考え、ターン 55 で音楽を聴く時にボリュ ムーを調整するとい
う問題文自体には明示されていない情報を付け加える。これは、問題文を特定の文脈に位置づけ、意味理解のためのトップ・ダウン処
理を助ける情報だと言える。 
 タ ンー 52-58 では、HE が聞きたいことが「大きくなります」全体の意味なのか、「大きい」という個別の単語の意味なのか、それと



















の日本語に関する既習の知識を利用して、HE がターン 74 でスペイン語で述べた用例にふさわしい日本語の疑問詞を挙げ、「どうした
ら」の正しい意味との違いを明確にしようとしている。他方、LUは「どうしたら」の意味について、タ ンー74以後の参加者間のやりと








活動を方向付け、組織するため自分自身に向けてする発話である(Antón & Di Camilla, 1998)。 
   例えばターン52のHEの発話では、この学習者は「音」と「大きくなります」の意味を推測しようとするが、上手くそれぞれの関係
とふさわしい意味を見つけられないことに気づき、途中から発言内容を質問に切り替える。「uh」とその前の上昇イントネーションに
続く間隙は、おそらく教師に向けて発せられたものではなく自分自身に対する問いかけであり、この private speech は HE が「大きく
なります」の意味がよく分かっていなかったことに気づいたということの表れと見ることができよう。 
52. HE: (vale es que yo he encontrado) “oto” como: ruido ↑/ lo de:: ookii ↑// uh / ¿qué es / “ookii ↑ 
ku:narimasu”?［（そうか、私は見つけたんだけど）「おと」は「ruido」で「おおきい」は、ん？「大きくなります」って
何？］ 
  Private speech の使用は、生徒に限ったことではなく、時には教師も考えを整理するために自分自身に向けた発話をすることがある。
タ ンー67で教師はLUの質問を受け、68でprivate speechの形で問題となっているフレ ズーを繰り返すことで、言語的分析を試みつつ
LUへの答えを探している。タ ンー70での教師の答えに確信のなさが表れていることからも、教師がこの質問に答えるために、自分自身
の中で何らかの認知プロセスを経る必要があったことが伺える。  






   他方、「どうしたら」の理解に対する LU の認知過程に関しては、授業の始めには正しく意味を推測できていなかったのに、タ ンー
64 に至って突然正しい意味を言い当てる。この間のインタラクションに直接「どうしたら」の意味を説明している箇所はなく、どのよ
うな過程を辿って LU が適切な推測を導くことができたかをこの談話分析の範囲内ではっきり知ることはできないが、タ ンー 64 に至る
までのクラス全体でのやりとりが、LU が意味について考える上でのヒントになっていることはまず間違いない。LU がその後のターン
67-71 の間に「どうしたら」の構成について文法的分析まで行っていることを考えると、LU が思いつきで意味を言い当て偶然それが当
たっていただけとは考えにくいからである。つまり、ここではタ ンー 26 と 64 の間の他者とのインタラクションという社会的認知過程










































2．Junichi Matsuura & Lourdes Porta Fuentes (2003), Nihongo, Japonés para hispano hablantes, Cuaderno de ejercicios  
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LU, HE, JU    学習者。 
/, //, ///           長さに応じた間隙。最短のものを 「/」で表す。 
porque::          直前の音の引き伸ばし。 
¿?        質問口調。 
¡!   感嘆口調。 
↑       上昇イントネーション。 
(no entiendo) 談話が不鮮明で転記した内容が不確か。 
XXX 談話が不鮮明で転記不能。 
((risas)) 転記者による説明及び注釈。 
[はい]    日本語への翻訳。なお、適当な訳語のない一部のフィラ やースペイン 
語またはカタル ニーャ語の「Sí」（はい）及び「No」（いいえ）に 
ついては訳さない。 









1. P: los deberes no eran dificiles, ¿no?［宿題は難しく 
なかったよね。］ 
学習者に宿題は難しかったか聞く。 
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2. HE: bueno / algunas frases no: = no las he entendido  
=［うーん、分からなかった文がいくつかあった。］ 
難しい部分があったと答える。  
3. P: = ah: vale = // ahora lo veremos［そう。じゃこれ 
から見ましょう。］ 
了解する。 
4. HE: = = la 6 la 7 y la 9［６、７、９番］ 分からなかった文を示す。 
5. LU: la 9 (tampoco)［９番も］ 一つの文について話し始める。 
6. LU: porque hay un (billete) por ahí // pero:: XXX ///
［ここに（切符）があるから、でも・・・］ 
疑問を表明する。 
7. HE: y ¿qué es tabun?［「たぶん」って何？］ 「たぶん」の意味について質問する。 
8. LU: uhm ↑ Helenaが言及した単語がどれだか分からないという 
ことを表明する。 
9. HE: Tabun［たぶん］ 単語を繰り返す。 
10. LU: Tabun ↑［たぶん］ 上昇イントネーションで単語を繰り返す。Helenaが 
言った単語を確かめているようである。 
11. HE: Tabun ↑［たぶん］ 上昇イントネーションで自信なげに単語を繰り返す。 
12. P: ta / ta / tabun ↑ / o::［た、た、たぶん］ 問題となっている単語が「たぶん」なのか尋ねる。 
13. HE: O  da::［それとも、だ・・・］ 別の発音の可能性を示し始める。 
14. LU: = = botan［ぼたん］ 別の単語を示して、これではないかと聞く。 
15. HE: ¡ai això! / perdona XXX［あ、それ。ごめん・・・］ 言いたかった単語が「ぼたん」であることに気づいて 
謝る。 








18. LU: uh 肯定する。 
19. JU: = sí = 肯定する。 
20. HE: = uh = /// 肯定する。 
21. HE: doshitara ↑ // ¿ qué significa? // doshitara/
［「どうしたら」ってどういう意味？「どうしたら」］ 
「どうしたら」の意味を聞く。 
22. LU: no sé /// XXX pero:::［知らない。・・・ 
でも ・・・］ 
知らないと答え、何かコメントする。  
23. HE: no:: sí: itsu ¿no?  意味を言って確認を求める。 
24. LU: Sí: itsu =es cuándo XX=［うん、「いつ」 
は 「cuándo」・・・］ 
「いつ」は「cuándo」という意味だと言う。 
25. HE: = doshi- // doshite es XXX =［どうし、「どう 
して」は・・・］ 
別の単語「どうして」を示し意味を考える。 







27. P: empezamos // A ver::［じゃあ、始めましょう。］ 授業の開始を告げる。 
28. LU: a ver (vamos a ver)［さあ、見ていこう。］ 教師の表現を反復する。それまでの疑問を解決したい 
との考えを示すようである。 
29. P: ((笑う。)) 笑う。 




エピソード２(7-16): HE がLU にある単語の意味を聞くが、LUも教師もHEがどの単語について聞いているのか分からない。HEは
自信なげな調子で単語を繰り返すが、そのうちLUがHEの発音が間違っていたことに気づき、HEの言おうとしていた単語を言い当
てる。HEも間違いに気づく。 










31. P: ja / rokuban o: Julia san onegai shimasu  JUに６番の答えを求める。 
32. JU: dooshitara:: otoga:: ooki / ookii:: // ku  
na: kunarimasuka // onryou tsumami wo ma / wasu ¿qué  
es mawasu? ［どうしたら音が大きくなりますか．音量つま 
みを回す。「回す」ってどういう意味？］ 
６番を読んで、「回す」の意味を尋ねる。 
33. P: Mawasu es girar así / una cosa ［「回す」はこ 
うやって何かを回転させること］((回す動作をする。)) 
JUの質問に答える。 
34. HE: girar ↑［回転させる？］ 単語の意味を確認する。 
35. P: sí 肯定する。 
36. JU: uh:: onryoo tsumami o uh:: mawa mawattara oto  
ga: ooki:: ku narimasu   
６番の答えを言う。 
37. P: uh::casi casi pero / es un poco diferente［惜し 
いけどちょっと違う。］ 
JUの答えが違うという。 
38. JU: eh:: // mawa: / mawashi ↑ 問題の箇所を発見する。他の答えを言い、上昇イント 
ネーションで教師に確認を求める。 
39. P: mawashi ↑ 「まわし」に続いて文を完成させるように求める。 
40. JU: mawasu 別の答えを言う。 
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41. P: sí / la forma era:: pasado:: informal ¿no?［そう、
形は普通形過去だったよね。］ 
動詞の形と時性を示してヒントを与える。 
42. JU: ///sí 同意する。 
43. P: mawashi:: una cosa más［まわし・・・ともう一つ］ 「まわし」に続いて足りない部分を言うように促す。 
44. JU: uh: /// no sé［分かりません。］ 考えた後分からないと言う。 
45. P: ((笑)) a ver / mawashi: tara // onryoo tsumami  
wo mawashi tara // y / sí［ええと、音量つまみをわし 
たら］ 
正しい答えを言う。 
46. HE: = = onryo:: tumami ↑ ¿es una: es una  
palabra entera:: todo junto?［音量つまみはそれだけで 
一つの単語？］ 
単語について自分の推測が正しいか確認を求める。 
47. P: sí 肯定する。 
48. HE: ¿y qué es?［で、何？］ 単語の意味を聞く。 
49. P: a ver / onryoo / sí: sí que se puede::  
separar en:: dos partes / onryoo es volumen / = de  




50. HE: = sí = 理解したと言う。 
51. P: sí / de un sonido // y:: tsumami / es una  
parte para agarrar // entonces es / es que es  




52. HE: (vale es que yo he encontrado) oto como:  





53. P: ookii / otoga ookiku naru / que:: = hay  
más volumen = ¿no?［「おおきい、おとがおおきくなります」
はボリュ ムーがもっとあるってことだよね。］ 
意味を説明する。 
54. HE: = ookii x grande o:: =［おおきいって、grande］ 「おおきい」の意味を特定しようとする。 
55. P: sí / grande pero en este caso:: más alto ///  
por ejemplo si escuchas una música // y:: si  














57. P: kunaru sí / naru ¿no? / verbo es naru  
// ookikunaru es un:: una forma para expresar el  






58. HE: ookikunaru 56で正しく言えなかった「おおきくなる」を正しく 
繰り返す。 
59. P: uhm 活用が正しいことを認める。 
60. LU: uhm 理解したことを示す。 
61. LU: y / perdona es que pero no: no he encontrado /  
no / no he entendido es = doshita:: = no perdón  




62. P: = uhm = 
 
LUが言っている語がどれなのかすぐには分からない。 
63. P: Ah/ = doshitara = 単語を見つける。 
64. LU: = cómo = 自分の推測した意味をスペイン語で言う。 
65. P: sí sí: / cómo / cómo / cómo LUの推測が正しいことを伝える。  
66. HE: ah 理解したと示す。 




68. P: sí:::doshitara otoga ookiku narimasuka  日本語で発音してみる。これによって、頭の中で分析 
しているようである。 
69. LU: no: // es otra cosa［やっぱり、別のことかな．］ 自分自身の推測を否定する。 
70. P: sí: es otra cosa creo yo［うー ん、違うことだと思 
うけど。］ 
自信なげに同意する。 
71. LU: vale / es que a lo mejor digo:: es un verbo 
:: que:: funciona como:: algo / o ¿no?［そうか。何らか 
の形で機能する動詞かと思ったんだけど。］ 
67の推測に至った理由を説明する。 




73. LU: = es una forma fija =［決まった形だね。］ 教師の説明を受け入れる。 
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74. HE: pero:: (por eso utilizaste) doshitara /  
(es decir) ¿cómo: es ese:: esa película?［でも、「どう 
したら」を（だから使ったの）？どんな映画ですか。」 
用例を挙げて疑問を提示する。 
75. P: a / ah es que:: e / en esta oración se  
pregunta una / la manera para hacer algo / =en  





76. LU: = vale =［そうか。］ 理解したことを示す。 
77. HE: = ah vale =［あ、そうか。］ 理解したことを示す。 
78. HE: por eso (se ha)［だから・・・］ 分かったことを説明し始める。 
79. P: o sea se［つまり・・・］ 更に説明しようとする。 
80. JU: = = la película sería do dodesuka［映画なら「ど 
うですか」よね。］ 
74の例にふさわしい日本語の疑問詞を提示する。 
81. P: sí 同意する。 
82. JU: XXX es cómo 何かを説明しようとする。 
83. P: sí / sí sí / doodesuka / eiga ha / doudesuka  
/ doudeshita ka  
JUに同意し、JUの言った疑問詞を使って、日本語で 
文を作る。 




85. P: sí / sí sí sí LUの言ったことに同意する。  
86. LU: No:: qué forma tiene o cómo es (o cómo es)［ど 
んな形かとかどんなものかということではなくて。］ 
84にさらに説明を付け加える。 



























問する。教師は考えた後、実際には LU の推測は正しいのであるが、LU の推測を確信の持てない様子ながらも否定する。そして、
「どうしたら」は決まった形だとLUに言い、LUは納得する。HEはター ン64でLUが当てた訳語についてもう一度質問する。教師
は、単語の意味について説明を加え、LUとHEは納得する。それから、JUがHEが例として出したスペイン語の「cómo」の意味を日
本語の疑問詞で言い換える。教師は JU の言うことを正しいと認め、日本語で例文を作る。LU は「どうしたら」の意味について話
し合ったことをまとめ、教師はそれを承認する。 
